





































































































れるともに、『厚生経済学』初版（ 年）以降第 版（ 年）に至る過程で財政論や
景気変動論が切り離されることになったが、それにもかかわらずピグーの厚生経済学体系
は拡大していったことが示されている。さらにピグーの厚生経済学が経済理論の実践的応




































































田（ ： によると、第 章は、現代に関わる規範経済論が論じられるとともに、ピ
グー・ヒックス・センを中心に厚生経済学史を再検討していると指摘したうえで、ヒックス
に注目することによって、厚生経済学史に新たな知見が開かれたと述べている。
（２）服部（ ）と藤田（ による西沢・小峯（ ）の意義と課題
ショナル・ミニマムは不要であるとしている。
ただ、藤田（ ： ）は、その決定方式や労使交渉の中央集権度によって、ウェッブ
の思想がレーン＝メイドナー・モデルの先駆形態であるという著者（江里口）による評価の
妥当性を左右することになるだろうと述べている。
しかし、服部（ ）は、 独自のものであると述べているが、その中身は示され
ていないと批判している。
ただ、藤田（ ： は、家族の位置づけや機能はどのように論じることができるのか
について疑問を呈している。
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